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地域指導員と連携した授業づくりに関する研

究 ～武道（柔道）を通して～

Ⅰ 研究実践校の概要

１ 学校・地域の特色及び実態

本校は生徒数114名の小規模校である。豊か

な自然の中で育った生徒は、元気で明るく、学

校行事などではリーダーを中心に協力して真剣

に取り組む姿が見られる。

部活動がさかんで全校生徒の約90％が部活動

（運動部５文化部１）に所属し、その中の約80

％の生徒が運動部に所属している。今年度は、

男子バレー部・卓球部が県大会出場、野球部は

数々の大会で優勝・入賞の結果を残している。

本校は、武道場や畳がなく、武道・ダンスに

おいてはダンスを選択し履修している。

町内の中学校に柔道部はないが、大人の柔道

クラブがあるので、地域指導員として派遣して

もらうことは可能である。

２ 学校の概要

１年 ２年 ３年 特別支援学級 計

学級数 1 1 2 0 4

生徒数 男 18 20 20 0 58

女 18 17 21 0 56

教員数 10名（保健体育科1名）

武道・ダンスの授業の状況

領域；武道 領域の内容；柔道

１年 ２年 ３年 特別支援学級 計

配当時間 7 7 0 0 14

担当教員数 1 1 0 0 1

(外部指導者) (2) (2) (2)

生徒数 男 18 20 0 0 38

女 18 17 0 0 35

領域；ダンス 領域の内容；創作ダンス

１年 ２年 ３年 特別支援学級 計

配当時間 8 8 8 0 24

担当教員数 1 1 1 0 1

生徒数 男 18 20 20 0 58

女 18 17 21 0 56

Ⅱ 研究の内容及び成果等

【研究成果の要点】

① 地域指導員と教員の役割を明確に分担する

ことによって効率的に指導が行え、指導方法

の統一ができた。

② 打合せで指導内容の確認をすることで授業

で意思疎通の図れた指導をすることができ、

生徒たちの戸惑いもなく円滑に進めることが

できた。

③ ワークシートを活用することによって、指

導内容を生徒に分かりやすく伝えることがで

きた。また、シートに指導内容が書かれてい

るので、地域指導員との打合せが十分でない

ときも、本時のねらいを踏まえた授業が展開

できた。

④ 授業前の調査では全体の32％の生徒が「柔

道をしたい」と答えた。授業後の調査では「来

年もしたい」と答えた生徒は53％に増え、生

徒の柔道に対する意識が高まった。

１ 研究主題等

(1) 研究主題

地域指導員と連携した授業づくりに関する

研究 ～武道（柔道）を通して～



(2) 研究主題設定のねらい

生徒全員が未経験者で、教員も柔道指導未

経験であった。１年生の調査結果から全体の

32％の生徒が「柔道をしたい」と答えたので、

授業終了時にこの数値が少しでも上がるよう

な授業をしていかなければならない。そこで、

地域指導員と教員がうまく連携していけば、

生徒への個別指導の時間が増えて、生徒の技

術が向上し、柔道嫌いの生徒も少なくなるの

ではないかと考えた。

(3) 取組体制

(4) 主な取組

指導計画

12月 指 導 内 容

4 (金) オリエンテーション・礼法・基本動作

7 (月) 受け身（後ろ受け身・横受け身）

8 (火) 受け身（前回り受け身）

15 (火) 固め技（けさ固め・横四方固め）

16 (水) 支え技系 膝車

21 (月) まわし技系 背負い投げ

22 (火) まとめ（試合・テスト）

２ 研究内容及び具体的な研究活動

(1) 具体的な研究課題

小規模校の本校では保健体育教員１名で指

導するため、生徒一人当たりの指導時間が十

分に取れていなかった。今回は、教員に地域

指導員２名を加え３名で指導することで、個

別指導や習熟指導の時間が増える。保健体育

教員は、柔道経験はあるが指導経験はない。

・全体の授業進行
・全体の柔道指導

・　技のポイントや内容を説明する ・　技の示範を行う
・　主に男子の指導 ・　主に女子の指導

Ｔ：教師

Ｔ1：地域指導員1 Ｔ2：地域指導員2

男子 女子

全　体

学 校町教育委員会

また、地域指導員は柔道指導が初めてである。

３人で普通に授業をした場合、生徒はどの先

生に聞けばよいのかと戸惑うことが予想され

た。そこで、生徒が戸惑わないようにするた

めには、指導者側の役割分担を明確にするた

めに打合せをしっかり行い、指導方法を統一

することで柔道への興味・関心を高めて、武

道のよさを気付かせることが大切だと考え

た。

(2) 取組

① 役割分担

教員１名、地域指導員２名の役割分担を

明確にし、授業を円滑に進めた。

Ｔ・・ 教員（授業を中心的に進め、全体

の指導を行う。）

Ｔ1・・地域指導員1（技の説明を行い、

主に男子の指導を行う。）

Ｔ2・・地域指導員2（技の示範を行い、

主に女子の指導を行う。）

② 地域指導員との連携

授業・指導内容の確認、指導方法の統一、

ポイントの確認を行い、指導に統一感を持

たせるために、柔道の授業期間（12/1～20)

の毎週２回(月・金)、町体育館で地域指導

員２名と教員１名で柔道の練習を行って、

綿密に打合せを行った。また、時間がない

ときは授業時間よりも早く来てもらい、授

業前に学習内容・指導方法の確認を行っ

て、意志疎通を図った上で授業を行った。

③ 授業づくりの工夫

柔道未経験者の生徒ばかりなので、単元

指導を作成する際には受け身の時間を十分

に確保した。また、投げ技は比較的受け身

が取りやすい技を選択し、習得させた。畳

だけでは、投げ技や抑え技を一斉に練習で

きないため、体育館のフロアでできる技能



はフロアを使って練習させた。

④ 指導例

ア 学習目標

・ 固め技の仕方を理解し、積極的に練習に取り組むことができる。

・ 正しい礼法を行い、基本動作や受け身を正しくすることができる。

・ 道場の安全を確かめ、自分の健康に留意して運動に取り組むことができる。

イ 本時の実際 Ｔ：教師 Ｔ1：地域指導員1 Ｔ2：地域指導員2

過程 主な学習活動・学習内容 時間 指導上の留意点

１ 柔道衣を着て、集合、着座～黙想～ １ 座り方、礼の仕方などに気を付け

礼 （正面・お互い）、健康観察をする。 行わせる。

導入 ２ 補助運動を行う。 10 ２ 補助運動を行いながら前時の復

・回転運動 ・受け身 習をする。

３ 本時の学習目標を確認する。 ３ 学習目標を理解させ、学習の見

抑え込みの条件を覚え、正しい固め 通しをもたせる。

技を覚えよう。

４ 固め技のルールを教える。 ４ どういう状態が抑え込んだ状

態か教える。

展開 35

Ｔが抑え込みの条件を説

明して，実演を地域指導員2
名で行う。

前時の復習を3名で指導する。

授業全体の進行はＴで行う。



５ けさ固めを示範する。 ５ 【外】けさ固めを示範する。

６ けさ固めをペアで練習する。 ６ 絞め技、関節技を使わないように

指導する。

７ 15秒固め技ゲームをする。 ７ 危険な行動がないか注意する。

８ 横四方固めを示範する。 ８ 【外】横四方固めを示範する。

展開 ９ 横四方固めをペアで練習する。 35

10 15秒固め技ゲームをする。 ９ 危険な行動がないか注意する。

11 固め技のゲームを行う。 10 ・はじめと終わりの礼を必ずさ

・背中合わせで開始し、1分間を2 せる。

試合行う。 ・立たないように指導する。

・10秒抑え込んだら勝ち。

12 整理運動をする。 11 整理運動をしっかりさせる。

終末 13 本時のまとめをする。 ５ 12 本時のまとめをして、今日の学

習 を振り返る。

14 健康観察、着座～黙想～礼をする。 13 生徒の健康状態を把握する。

ウ 本時の評価

・ 固め技の仕方を理解し、積極的に練習に取り組むことができたか。

・ 正しい礼法を行い、基本動作や受け身をしっかりとすることができたか。

・ 道場の安全を確かめ、自分の健康に留意して運動に取り組むことができたか。

ＴとＴ2で実演し，Ｔ1が
技のポイントを説明する。

Ｔ1は男子，Ｔ2は女子の

指導を行い，Ｔは全体の指

導を行った。

3名の指導者で全体の技

術・安全指導を行う。



⑤ ワークシートの活用

ワークシートを活用することによって、授業での指導内容が地域指導員と生徒に明確に伝わ

った。シートに指導内容が書かれているので、地域指導員との打合せの時間が十分でない場合

も短時間で共通理解し、本時のねらいを踏まえた指導を行うことができた。

また、ワークシートを作成するに当たり生徒が実技との比較や復習をしやすいように、さし

絵を入れてイメージしやすいように工夫した。

授業で使用したワークシート



(3) 成果と課題

① 研究の成果

ア 地域指導員と教員の役割を明確に分担

することによって効率的に指導が行え、

指導方法の統一ができた。

イ 打合せで指導内容の確認をすることで

授業で意思疎通の図れた指導をすること

ができ、生徒たちの戸惑いもなく円滑に

進めることができた。

ウ ワークシートを活用することにより、指導

内容を生徒に分かりやすく伝えることができ

た。また、地域指導員との打合せの時間が

十分にとれないときも、シートをもとに指導

内容を短時間で共通理解し、本時のねらい

を踏まえた授業が展開できた。

エ 授業前の調査では全体の32％の生徒が

「柔道をしたい」と答えた。授業後の調

査では「来年もしたい」と答えた生徒は

53％に増え、生徒の柔道に対する意識が

高まった。

今日、柔道の受け身の練習をしました。

難しかったです。次の時までに受け身が

できるようになりたいです。

今日、柔道をしました講師の先生に礼

の仕方を教えてもらいました。スムーズに

できるようになりたいです。

生徒の感想から

② 今後の課題

ア 地域指導員も初めての指導で生徒にど

う接すればよいかと戸惑いがあった。ま

た、生徒も地域指導員との接し方に戸惑

いが見られた。早い段階で打ち解けられ

ようにしたい。

したくない したい

授業前 68% 32%

授業後 47% 53%
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授業前と授業後の意識調査

イ 地域指導員に仕事の合い間に指導をし

ていただいているので、打合せの時間が

取れないときもあった。時間に余裕があ

るときは数時間先の指導内容・方法の確

認までしていきたい。

ウ 授業後の調査では全体の47％の生徒が

「来年はしたくない」と答えた。来年度

は、地域指導員との連携を深め、個別の

指導時間を増やして柔道の楽しさを味わ

わせていきたい。

３ 研究成果の普及

(1) 12月15日に研究授業を行い、県・町の指導

主事や柔道協会関係者に指導助言をいただき

指導力向上に努めた。

(2) 「地域指導員と連携した授業づくり」の題

名で教育実践としてまとめ、誌上発表した。

(3) 町教育研究会体育部会で活動の概要につい

て報告する。

４ 今後の展望

新学習指導要領では伝統と文化が重要視され、

保健体育においては選択であった武道が必修に

なっている。日本の伝統文化である武道を通して

伝統的行動様式や考えを正確に伝えていくこと

が、我々教員に求められている。

しかし、武道に対しては“痛い”“きつい”というマ

イナスイメージを持っている生徒が多く、地域指導

員と協力して、少しでも生徒が武道を好きになれる

よう場の設定や取組を計画的に進めていきたい。

地域の人材を活用し、学校の現状や目的を理

解してもらうことによって、学校・家庭・地域の三者

が一体となった学校づくりをさらに展開できると考

える。来年度も引き続き、地域と連携して、一緒に

なって生徒の目の輝く柔道の授業づくりに励んで

いきたい。




